目的
スイッチは、マルチキャストトラフィックを受信すると、そのトラフィックをすべての論理接続ポートに転送します。これにより、ホストは処理の準備ができていなかったマルチキャストトラフィックを受信し、不要な遅延を引き起こす可能性があります。IGMP(Internet Group Management Protocol)スヌーピングを有効にすると、スイッチはIGMPメッセージをリッスンして、マルチキャストグループのメンバーであるホストを判別し、マルチキャストトラフィックをそれらのホストにのみ転送できます。これにより、マルチキャストグループのメンバーではないホストが不要なトラフィックを受信することを防止できます。
注:このドキュメントの手順は、詳細表示モードで実行します。詳細表示モードを変更するには、右上隅に移動し、[表示モード]ドロップダウンリストの[詳細表示]を選択します。
このドキュメントの目的は、SG350およびSG550でIGMPスヌーピングを有効にする方法を示すことです。
該当するデバイス
[Software Version]
IGMPスヌーピングの有効化
ステップ1:Web設定ユーティリティにログインし、[Multicast] > [IPv4 Multicast Configuration] > [IGMP Snooping]を選択します。[IGMP Snooping]ページが開きます。
ステップ2:[IGMP Snooping Status]フィールドで、[Enable]チェックボックスをオンにしてIGMPスヌーピングを有効にします。
注:IGMPスヌーピングは、ブリッジマルチキャストフィルタリングが有効になっている場合にのみ動作できます。これを有効にするには、ページの上部にある[Bridge Multicast Filtering]リンクをクリックします。
ステップ3:[IGMP Querier Status]フィールドで、[Enable]チェックボックスをオンにして、スイッチをIGMPクエリアとして機能させます。有効にすると、スイッチは定期的にIGMPメンバシップクエリを送信し、メンバシップテーブルを更新できるようになります。
ステップ4:[Apply]をクリックします。設定が保存されます。
ステップ5:IGMPスヌーピングテーブルには、スイッチで現在設定されているすべてのVLANと、それらのIGMP設定が表示されます。VLANのIGMP設定を変更するには、そのオプションボタンを選択し、[Edit]ボタンをクリックします。[Edit IGMP Snooping Settings]ウィンドウが開きます。
ステップ6:[VLAN ID]フィールドで、ドロップダウンリストを使用して設定するVLANを選択します。このフィールドには、IGMP Snooping Tableで選択したVLANが自動的に表示されて、IGMP Snoopingページに戻らずに設定するVLAN間をすばやく切り替えるために使用できます。
注:ドロップダウンメニューに追加のVLANを表示するには、[VLAN Management] > [VLAN settings]でVLANをすでに追加および設定している必要があります。
ステップ7:[IGMP Snooping Status]フィールドで、[Enable]チェックボックスをオンにして、指定したVLANでIGMPスヌーピングを有効にします。
ステップ8:[MRouter Ports Auto Learn]で、[Enable]チェックボックスをオンにして、どのポートがマルチキャストルータに接続されているかをVLANで検出します。
ステップ9:[Immediate Leave]フィールドで、[Enable]チェックボックスをオンにし、スイッチが脱退メッセージを送信する場合に転送テーブルからインターフェイスを削除します。IGMPメッセージをマルチキャストルータに中継した後、スイッチはマルチキャストクライアントからレポートを受信しない場合、メンバシップテーブルからエントリを定期的に削除します。このオプションにより、ホストに送信される不要なIGMPトラフィックのブロックにかかる時間が短縮されます。
ステップ10:[Last Member Query Counter]フィールドで、ラジオボタンを選択して、スイッチが選出されたクエリアである場合に、グループに対するメンバーが存在しないとスイッチが想定する前に送信されるIGMPグループ固有のクエリの数を決定します。
次のオプションがあります。
ステップ11:[IGMP Querier Status]フィールドで、[Enable]チェックボックスをオンにして、スイッチをIGMPクエリアにします。通常、マルチキャストルータはこの機能を引き継ぎますが、VLANにマルチキャストルータがない場合は、この機能が必要です。この機能を有効にしない場合は、ステップ15に進みます。
ステップ12:[IGMP Querier Election]フィールドで、[Enable]チェックボックスをオンにして、スイッチで標準のIGMPクエリア選択プロセスをサポートします。無効にすると、スイッチは60秒間待機してからクエリーメッセージを送信し、別のクエリーを検出すると停止します。
ステップ13:[IGMP Querier Version]フィールドで、選択したクエリアになった場合にスイッチが使用するIGMPのバージョンを選択するオプションボタンを選択します。VLAN内にソース固有のIPマルチキャスト転送を実行するスイッチまたはマルチキャストルータがある場合は、バージョン3(v3)を選択します。それ以外の場合は、バージョン2 (v2)を選択します。
ステップ14:[Querier Source IP Address]フィールドで、オプションボタンを選択して、送信されたメッセージで使用されるスイッチの送信元アドレスを決定します。送信元アドレスを自動的に決定するには[自動]を選択し、ドロップダウンリストから[ユーザ定義]を選択して宛先を選択します。
ステップ15:[Apply]をクリックします。設定は、指定されたVLANに適用されます。[VLAN ID]フィールドでIDを選択して設定する別のVLANを選択するか、[閉じる]をクリックして[IGMPスヌーピング]ページに戻ることができます。
ステップ16:VLANの設定をすばやくコピーするには、コピーするVLANのオプションボタンを選択し、[設定のコピー(Copy Settings)]ボタンをクリックします。「設定のコピー」ウィンドウが開きます。
ステップ17:テキストフィールドに、設定をコピーするVLANまたはVLANの範囲を入力します。[適用]をクリックして、設定をコピーします。
この記事に関連するビデオを表示…
シスコのその他のテクニカルトークを表示するには、ここをクリックしてください